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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月3日(2017.4.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
脂肪族エポキシ化合物（Ａ）および芳香族化合物（Ｂ）として少なくとも芳香族エポキシ
化合物（Ｂ１）を含むサイジング剤を炭素繊維に塗布したサイジング剤塗布炭素繊維であ
って、弾性率が３３５～６００ＧＰａであり、Ｘ線源としてＡｌＫα１，２を用いたＸ線
光電子分光法によって光電子脱出角度４５°で測定される前記炭素繊維の繊維表面の酸素
（Ｏ）と炭素（Ｃ）の原子数の比である表面酸素濃度（Ｏ／Ｃ）が０．１５以上であり、
かつ、前記炭素繊維に塗布したサイジング剤表面を、Ｘ線源としてＡｌＫα１，２を用い
たＸ線光電子分光法によって光電子脱出角度１５°で測定されるＣ１ｓ内殻スペクトルの
（ａ）ＣＨｘ、Ｃ－Ｃ、Ｃ＝Ｃに帰属される結合エネルギー（２８４．６ｅＶ）の成分の
高さ（ｃｐｓ）と、（ｂ）Ｃ－Ｏに帰属される結合エネルギー（２８６．１ｅＶ）の成分
の高さ（ｃｐｓ）との比率（ａ）／（ｂ）が０．５０～０．８０であることを特徴とする
サイジング剤塗布炭素繊維。
【請求項２】
前記サイジング剤塗布炭素繊維を、４００ｅＶのＸ線を用いたＸ線光電子分光法によって
光電子脱出角度５５°で測定されるＣ１ｓ内殻スペクトルの（ａ’）ＣＨｘ、Ｃ－Ｃ、Ｃ
＝Ｃに帰属される結合エネルギー（２８４．６ｅＶ）の成分の高さ（ｃｐｓ）と、（ｂ’
）Ｃ－Ｏに帰属される結合エネルギー（２８６．１ｅＶ）の成分の高さ（ｃｐｓ）との比
率（ａ’）／（ｂ’）より求められる（Ｉ）および（ＩＩ）の値が、（ＩＩＩ）の関係を
満たすことを特徴とする、請求項１に記載のサイジング剤塗布炭素繊維。
（Ｉ）超音波処理前の前記サイジング剤塗布炭素繊維の表面の（ａ’）／（ｂ’）の値
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（ＩＩ）前記サイジング剤塗布炭素繊維をアセトン溶媒中で超音波処理することで、サイ
ジング剤付着量を０．０９～０．２０質量％まで洗浄したサイジング剤塗布炭素繊維の表
面の（ａ’）／（ｂ’）の値
（ＩＩＩ）０．５０≦（Ｉ）≦０．８０かつ０．６＜（ＩＩ）／（Ｉ）＜０．８
【請求項３】
前記サイジング剤は、溶媒を除いたサイジング剤全量に対して、少なくとも前記脂肪族エ
ポキシ化合物（Ａ）を３５～６５質量％、前記芳香族化合物（Ｂ）を３５～６０質量％含
むことを特徴とする、請求項１または２に記載のサイジング剤塗布炭素繊維。
【請求項４】
前記サイジング剤中の脂肪族エポキシ化合物（Ａ）と芳香族エポキシ化合物（Ｂ１）の質
量比は、５７／４３～８０／２０であることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一つ
に記載のサイジング剤塗布炭素繊維。
【請求項５】
前記脂肪族エポキシ化合物（Ａ）は、分子内にエポキシ基を２以上有するポリエーテル型
ポリエポキシ化合物および／またはポリオール型ポリエポキシ化合物であることを特徴と
する、請求項１～４のいずれか一つに記載のサイジング剤塗布炭素繊維。
【請求項６】
前記脂肪族エポキシ化合物（Ａ）がグリセロール、ジグリセロール、ポリグリセロール、
トリメチロールプロパン、ペンタエリスリトール、ソルビトール、およびアラビトールか
ら選択される１種と、エピクロロヒドリンとの反応により得られるグリシジルエーテル型
エポキシ化合物である、請求項１～５のいずれか一つに記載のサイジング剤塗布炭素繊維
。
【請求項７】
前記芳香族エポキシ化合物（Ｂ１）は、ビスフェノールＡ型エポキシ化合物またはビスフ
ェノールＦ型エポキシ化合物であることを特徴とする、請求項１～６のいずれか一つに記
載のサイジング剤塗布炭素繊維。
【請求項８】
前記炭素繊維の試長５０ｍｍでの単繊維強度が２８００ＭＰａ以上であることを特徴とす
る、請求項１～７のいずれか一つに記載のサイジング剤塗布炭素繊維。
【請求項９】
前記炭素繊維は、Ｘ線源としてＡｌＫα１，２を用いたＸ線光電子分光法によって（α）
光電子脱出角度１０°で測定される前記炭素繊維の繊維表面の酸素（Ｏ）と炭素（Ｃ）の
原子数の比である表面酸素濃度（Ｏ／Ｃ）と、（β）光電子脱出角度９０°で測定される
前記炭素繊維の繊維表面の酸素（Ｏ）と炭素（Ｃ）の原子数の比である表面酸素濃度（Ｏ
／Ｃ）との比率（β）／（α）が０．８５以上であることを特徴とする、請求項１～８の
いずれか一つに記載のサイジング剤塗布炭素繊維。
【請求項１０】
請求項１～９にいずれか一つに記載のサイジング剤塗布炭素繊維の製造方法であって、前
記炭素繊維に前記サイジング剤を塗布した後、１６０～２６０℃の温度範囲で３０～６０
０秒熱処理することを特徴とするサイジング剤塗布炭素繊維の製造方法。
【請求項１１】
前記炭素繊維は、最高到達温度が１５００～３０００℃で焼成を行った後、酸電解液中で
１５０Ｃ／ｇ以上で液相電解酸化したものであることを特徴とする、請求項１０に記載の
サイジング剤塗布炭素繊維の製造方法。
【請求項１２】
前記電解液の温度を４５℃以上で液相電解酸化することを特徴とする、請求項１０または
１１に記載のサイジング剤塗布炭素繊維の製造方法。
【請求項１３】
請求項１～９のいずれか一つに記載のサイジング剤塗布炭素繊維と、熱硬化性樹脂とを含
むことを特徴とするプリプレグ。
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【請求項１４】
前記熱硬化性樹脂はエポキシ化合物（Ｅ）と潜在性硬化剤（Ｆ）とを含有することを特徴
とする、請求項１３に記載のプリプレグ。
【請求項１５】
請求項１３または１４に記載のプリプレグが成形されてなることを特徴とする炭素繊維強
化複合材料。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　また、本発明のプリプレグは、上記発明において、上記のいずれか一つに記載のサイジ
ング剤塗布炭素繊維と、熱硬化性樹脂とを含むことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　また、本発明の炭素繊維強化複合材料は、上記発明において、上記のいずれか一つに記
載のプリプレグが成形されてなることを特徴とする。
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